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　街路樹の葉も日を追って色づいてきました。秋を連想させる色といえば、ベージュ・茶・ワインレッド・ネイビー

など、深みのある色が挙げられます。その秋のイメージカラーをお便りなどの印刷物に上手く取り入れて紙面を

作成すると、季節感のある印刷物に仕上がると前回お伝えしましたね。しかし、季節の色を取り入れると言っても、

どの色を・どの様に・どれくらい使って作成していけばいいのか分からなかったり、色を組み合わせたり配置す

るなんて、センスが無いから自分には無理！などと思ったりしていませんか？実は、魅力的な紙面を作る色の組

み合わせや配置の仕方は、ちょっとしたルールを覚えるだけで誰にでも出来てしまうんです !

　それではさっそく、色を配置する時のルールを説明していきましょう。色を配置する際、最初に「テーマカラー」

を考えます。例えば、季節感を出したいから今回は「秋」をテーマにした色を使おう！などという感じですね。テー

マカラーには「ベースカラー、 メインカラー、 アクセントカラー」の3つがあり、それぞれに1色ずつあてはめてい

きます。また、この 3色には紙面に使う面積の目安となる割合があります。

　この3色と、目安となる比率を意識する事で、全体的にまとまりのある紙面が出来るんです！次に、この3つ
の色を決める順番と役割をみていきましょう。

　まず最初に決めるのはメインカラーです。メインカラーとして決める色が、デザインのメインテーマ（伝えたい

想い）を表します。紙面のイメージを決定づけるこの色を軸に、残りの2色を決めていく事になります。

　次に決めるのがベースカラーです。ベースカラーとは、紙面の背景など、色を配置する際に最も大きな面積を

占めるものとなります。全体のイメージの基盤となり、他の2つの色を引き立てる役割があるので、濃い色より

も薄く明るい色を使うことが多いです。

　最後に決めるのがアクセントカラー。こちらは、注目してほしい・見落とさないでほしいポイントだけに使う

色となります。使う範囲は狭いですが、とても重要な役割を果たすんです。

　

　ざっと言葉で説明していきましたが、なかなかイメージが湧きませんよね。まずはデザインの色の配置を考える

のと同様に色の組み合わせを考える必要のある身近な事、洋服のコーディネートに置き換えてみていきましょう。

テーマは「上品」「秋」です！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

う迷わない！色の組み合わせテクニックを知ろう！

good な組み合わせ

・ベースカラー：70％
・メインカラー：25％
・アクセントカラー：5％

ＮＧな組み合わせ

ベースカラーと

アクセントカラーが

似た色になっているので

ぼやけた印象に

なってしまいます。

アクセントカラーを

目立たせる事で

全体が引き締まって

見えませんか？

ベースカラー

メインカラー

アクセントカラー



Ｑ：ファッションの流行カラーはいつだれが決めているの？？　

今回のテーマ：

「３つの色でこんなに違う！」

こちらが流行色が生まれるタイムスケジュールです。

2年前　  インターカラー（国際流行色委員会 )が流行色を決めます。

 半年前　コレクション（ニューヨーク、ロンドン、パリ、ミラノ、東京）を開催。

 　　　 

　　　　 今年の流行色は2015年に決まっていたなんてびっくりですね。今年の秋の流行色は

       　　

Ａ：流行色は、２年も前から決められています！

　ここでは実際にお便りを作成する場合の色の組み合わせ方を考えていきましょう。

例えば、学校などで目にする保健だより。保健だよりといえば、健康に関しての情

報を記載していますね。「健康」でイメージするのは、健康食品やお茶などのパッケ

ージに多い、「緑」が出てきませんか？という事で、今回は緑色をメインに色を組み

合わせて紙面を作ってみましょう！

組み合わせのルールが分かるだけで組み合わせるのが楽しくなりませんか？

ＮＧな組み合わせ

黄色をアクセントカラー

にすることで、目に留ま

りやすくなりました。

good な組み合わせ

1年半前 加盟各国の色彩情報機関がインターカラーの決定にもとづく独自のトレンドカラーを発信

「来年のトレンドは○○色！」という情報が雑誌に出回るのはコレクションの頃です。

ネイビーです。グレーと組み合わせるとgoodですよ。

赤色をアクセントカラーに

すると目立ちますが

目がちかちかしますね。


